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《人ロの動き》

3月1日現在

男3，005（＋1）女3，039（一2）計6，044（一1）

出生7　死亡8　転入10　転出10

世帯数1，663（±O）
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近
年
、
人
ロ
の
高
齢
化
や
除
雪
労

働
力
（
雪
お
ろ
し
人
夫
）
の
減
少
、

さ
ら
に
、
冬
期
間
に
お
け
る
快
適
な

生
活
を
求
め
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

町
民
の
屋
根
雪
処
理
に
対
す
る
関
心

と
期
待
が
高
ま
り
、
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
六
一
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
松
代
町
克
雪
住
宅
建

築
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
松
代
町
克
雪
住
宅
建
築
資
金
貸
付

制
度
と
は

　
雪
国
の
地
域
特
性
と
も
い
え
る
屋

根
雪
処
理
、
こ
の
慢
性
的
な
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
雪
に
強
い
住
宅
を

建
築
し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
皆

さ
ん
に
対
し
て
、
町
が
そ
の
建
築
資

金
の
一
部
を
低
利
で
貸
付
け
、
克
雪

住
宅
を
普
及
し
、
雪
国
の
冬
を
明
る

く
住
み
良
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
．

◎
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
…
…

※
松
代
町
に
克
雪
住
宅
を
建
築
、
改

良
し
よ
う
と
す
る
人
で
次
の
全
て
の

条
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
ω
松
代
町
に
住
所
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
、
克
雪
住
宅
建
築
後
そ
の
住

宅
に
居
住
す
る
見
込
み
の
人
。

　
ω
貸
付
金
の
償
還
能
力
の
あ
る
人
。

　
⑬
町
税
等
、
町
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
を
完
納
し
て
い
る

人
。　
ω
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
人
。

◎
貸
付
の
条
件
は

o
償
還
方
法

　
ω
元
利
均
等
、
毎
月
償
還
も
し
く

は
元
利
均
等
毎
月
償
還
プ
ラ
ス
、
ボ

ー
ナ
ス
併
用
と
す
る
。

　
ω
取
扱
金
融
機
関
に
よ
り
、
連
帯

保
証
人
、
担
保
等
が
必
要
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◎
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
住
宅
と
は
。

　
自
ら
そ
こ
に
住
む
た
め
の
住
宅
で

専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
等
で
す
。
（
併

用
住
宅
の
場
合
は
住
宅
部
分
の
床
面

積
に
応
じ
て
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。
）

ま
た
、
建
築
基
準
法
等
関
係
法
令
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

◎
資
金
の
申
込
み
及
び
貸
付
け
は
。

　
資
金
の
貸
付
け
は
次
の
手
順
に
よ

り
ま
す
。

　
ω
資
金
貸
付
基
準
認
定
証
交
付
申

請
書
に
、
見
積
書
、
仕
様
書
、
図
面

（
付
近
見
取
図
、
配
置
図
、
平
面
図
、

立
面
図
、
短
計
図
）
構
造
計
算
書
、

カ
タ
ロ
グ
等
必
要
な
書
類
を
添
え
て

役
場
建
設
課
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

　
ω
資
金
の
借
入
申
込
み
は
、
取
扱

金
融
機
関
が
窓
口
に
な
り
ま
す
（
株

式
会
社
第
四
銀
行
松
代
支
店
、
ま
つ

だ
い
町
農
業
協
同
組
合
）

　
⑬
資
金
の
貸
付
関
始
は
町
が
発
行

す
る
工
事
完
了
確
認
書
を
取
扱
金
融

機
関
に
提
出
し
た
時
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。　
ゆ
資
金
貸
付
基
準
認
定
証
の
申
請

は
昭
和
六
一
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

　
以
上
克
雪
住
宅
づ
く
り
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
よ
く
理
解

で
き
な
い
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く
内

容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
人
は
、
ご
遠

慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
　
　
　
　
　
奮
　
㈲
！
二
二
二
〇
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　　　　　咽．繕

松代町克雪住宅づく り資金貸付要綱
　　　　　　（昭和61年4月1日から施行）

対　象

区　分

貸付けの対象となる建築構造

　　　　　　　　（施設）
貸付けの対象となる工事費 貸　付　額

貸付

利率
償還

期間

1． 屋根の上で融雪できる施設等を備え 次の部分の工事費

融雪式 た構造の建物 （1）屋根部分にかかる新設・改良の

（地下水等の開放利用は除く） 工事（束・母屋・たる木・屋根葺

材等）

（2）融雪施設の設備工事費

（発熱装置・配管・ポンプ・ボイ

ラー附帯電気設備・及びボイラー

室等の改造費）

2． 次の条件の全てに該当するもの。 次の部分の工事費 1戸当たり

落雪式 （1）人力によらず落雪できるもの。 （1）屋根部分にかかる新設改良の工 の対象工事

（2）床高（床下部分の構造が非木造 事費 費の80％以

に限る）1．5m以上あること。 （2）高床部分の工事費 内で50万円

（3）適切な屋根勾配の上に金属板等 （基礎及び非木造の柱・梁・壁・ 以上300万年利 10年

滑雪能力のある材料で葺いたもの 床版等） 円以下とす 5％ 以内

（4）道路・水路及び隣接者に迷惑を る。

カ】1ナないこと。 （貸付額は

10万円単位
3． 床高（床下部分の構造が非木造に限 高床部分の工事費

高床式 る）1．5m以上あること。 （基礎及び非木造の柱・梁・壁・
です。）

床版等）

4． 非木造（鉄筋コンクリート造、鉄骨 一般木造住宅の工事費との差額です。

耐雪式 造、補強コンクリートブロック造等）

で3m以上の積雪荷重に耐えられる

構造

5． 対象区分1～4に該当しない克雪住

その他 宅については、その都度検討します。
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将
来
の
農
業
後
継
者
目
指
骸
莚

　
　
　
興
農
館
『
高
糠
潅
…
名
率
業

　
県
立
興
農
館
高
校
は
、
地
元
に
残

る
農
業
後
継
者
の
育
成
を
建
学
精
神

と
す
る
自
営
者
養
成
農
業
高
校
で
あ

り
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
、

行
政
機
関
と
の
併
設
に
よ
る
高
校
で

す
。
松
代
町
か
ら
す
で
に
五
名
の
卒

業
生
が
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

柳
雅
彦
君
（
犬
伏
）
、
小
島
功
君
（
犬

伏
）
、
相
沢
典
子
さ
ん
（
大
平
）
の

三
名
が
卒
業
に
な
り
ま
す
。

　
さ
る
三
月
五
日
に
は
松
代
町
農
業

．
選
毒
露
鐙
蚕
羅

．
き
ノ

研
修
セ
ン
タ
ー
（
旧
普
及
所
）
に
お

い
て
、
三
名
の
卒
業
生
に
よ
る
営
農

実
践
学
習
実
績
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、

三
ヶ
年
間
、
親
元
を
離
れ
た
全
寮
制

の
学
校
で
学
び
経
験
し
た
成
果
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
集
し
た
父
兄
や
農
業
関
係
機
関

の
職
員
も
、
三
名
の
努
力
と
成
長
に

対
し
深
い
感
激
と
、
厚
い
期
待
を
か

け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
名
は
更
に
農
業
関
係
の
上
級
学

　
　
　
　
　
　
校
へ
進
学
さ
れ
ま
す

が
、
将
来
は
松
代
町

へ
帰
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
業
経
営
に
取

り
組
む
と
の
決
意
を

話
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。　
町
で
は
、
農
業
後

継
者
を
確
保
し
そ
の

資
質
を
向
上
さ
せ
、

近
代
的
農
業
経
営
技

術
を
修
得
さ
せ
る
た

め
、
興
農
館
高
校
及

び
県
農
業
大
学
校
に

在
学
す
る
者
に
対
し

修
得
資
金
を
助
成
し

て
お
り
ま
す
。

「
新
潟
米
」
共
励
会
表
彰

　
　
福
島
・
池
尻
の
両
部
落
が
受
賞

　
「
新
潟
米
」
の
高
位
安
定
生
産
を

推
進
す
る
た
め
「
新
潟
米
」
を
軸
と

し
た
複
合
営
農
推
進
運
動
の
一
環
と

し
実
施
し
て
い
る
新
潟
米
共
励
会
に

お
い
て
、
本
年
度
、
当
町
か
ら
優
れ

た
良
質
米
生
産
集
団
と
し
て
、
次
の

両
集
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
潟
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
福
島
水
稲
生
産
組
合

　
　
　
　
　
（
代
表
　
南
雲
　
堅
）

◎
上
越
地
域
連
絡
協
議
会
表
彰

　
　
　
　
池
尻
農
業
振
興
会

　
　
　
　
　
（
代
表
　
若
井
一
男
）

　
こ
の
共
励
会
は
、
集
団
に
お
け
る

奨
励
品
普
及
率
並
び
に
銘
柄
品
種
作

付
率
が
高
く
か
つ
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
出

る
集
団
で
あ
る
こ
と
が
基
準
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
両
部
落
と
も
、
良
質

米
の
高
位
安
定
生
産
に
強
い
意
欲
が

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
後
福
島
・
池
尻
の
両
部
落
の
皆
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
の
農
業

生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
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産業シリーズ

　　⑳

苗代用地の早期消雪を図り、適期田植えができるように努力しましょう

◎現在の積雪量と消雪予測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03／10の積雪量（松代高校）
　　　・　　　　　　積雪量グラフ
　　￥！＼　　￥／　　＼ど59年
　　・本年　＼、
　　＼　　　へく　　　　　
　　　　む　　こ簿鴇》＼、＼＼
　　馳。●、、、　　　　＼　　　＼
　　　7＼、、　　、＼　　＼
　　　平年　　　＼、、　　’＼　　＼

　　　　　　　、　　　　　　　、　　　’　　＼　　　　　　　　＼　　　￥
　　　　　　　　＼　　　・　　＼
　　　　　　　　　’、　＼　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　・、　＼　　＼
　　　　　　　　　　＼　　＼　＼

　1

　（m）

　4

　3
積
雪

量2

1　10　20　3110　20　3010　2031
　　　（月日）
5月

積雪量＠
本年 333
60年 276
59年 435
平年 241

3月 4月

○予測式による予測消雪日

5月11日±3日
　平年消雪日　　4月29日

　59年　〃　　　5月25日

　60年　〃　　　4月30日

　※平年は過去10年間の平均（松代高校）

　　　　　　　　　　★町の消雪対策★

◎本田消雪対策について

　　町では、消雪促進剤（日鉄）を無償配布します。各農家の水田面積（共済引受面積）

　の遷一に対し、10アール当り1袋を配布します。苗代用地や雪消えの遅れる本田に散布し

　て下さい。

　　なお、葉たばこ・なす・桑園の本ぽにもIOアール当り1袋を配布します。

◎耕作道の除雪対策について

　苗代や野菜、たばこの育苗用地への耕作道を共同で機械除雪される場合には、基準事

　業費1km当りにつき35，000円を限度とし、その60％を助成いたします。

　除雪対象延長は、町登録農林道（町道）台帳に記載された延長以内とします。

◎共同苗代を設置しましょう

　適期に健苗を育成するため、苗代用地を借り上げて共同苗代を設置しましょう。

　共同で5人又は3ヘクタール以上の共同苗代（硬化用地を含む）を設置した場合、苗

代用地1アールにつき7，300円を限度とし、その80％を助成いたします。
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蕪

改定されました

3月7日　町議会で議決

　
昭
和
6
0
年
度
に
、
松
代
簡
易
水
道

を
旧
山
平
地
域
に
第
四
次
拡
張
し
、

そ
の
普
及
は
八
六
・
八
四
％
に
な
り
、

広
く
清
浄
で
豊
富
な
飲
料
水
の
供
給

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
反
面
、
第
二
次
・
第
三
次
拡
張
の

事
業
費
と
あ
わ
せ
て
多
額
の
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
度
の
町
債
の
返
還
は
、

八
千
三
二
八
万
円
必
要
で
す
。
施
設

の
拡
張
に
伴
う
総
務
管
理
費
（
維
持

費
）
も
ふ
え
、
五
千
三
三
八
万
円
必

要
で
す
．

　
漏
水
が
多
く
ご
迷
惑
を
か
け
て
お

り
ま
し
た
松
代
地
域
の
配
水
管
更
新

を
61
年
度
～
62
年
度
に
行
い
、
事
故

の
な
い
水
道
に
す

る
計
画
で
す
。

　
そ
の
費
用
は
、

一
億
四
五
五
万
円

で
、
61
年
度
は
五

千
八
四
五
万
円
の

予
算
で
執
行
の
予

定
で
す
。

　
水
道
は
、
受
益

者
の
使
用
料
と
、

一
般
会
計
か
ら
六

千
万
円
繰
入
れ
し

て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
は
、
　
一
般
会

計
を
圧
縮
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
以
上
の
繰
入
は
好

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

自
主
財
源
を
求
め
る
た
め
、
54
年
以

来
据
置
い
た
使
用
料
の
改
定
を
行
い

ま
し
た
。

　
増
収
に
な
る
使
用
料
は
、
次
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

○
　
総
務
管
理
費
（
維
持
費
）
に

　
　
　
　
　
　
六
四
五
万
円

○
　
松
代
地
域
老
朽
管
更
新
（
61
年

　
度
事
業
費
五
千
八
四
五
万
円
中
）

　
に
　
　
　
　
九
四
三
万
円

o
　
町
債
の
返
還
に

　
　
　
　
　
　
七
八
九
万
円

　
改
正
後
の
使
用
料
金
と
適
用
期
日

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

使用料金の改定

　基本料金　61．4．1から
　超過料金　61．7検針超過水量から

基本料金（メーター器使用料を除く）

区　　　分 基本料金 現行料金 改定料金 改　定　率

一　　　般 　m3
10
　円
1，750
　円
2，350

　　％
134．29

営　　　業 20 2，950 3，950 133．90

旅　　　館 30 4，050 5，450 134．57

官　公　衙

学校・病院
40 5，000 6，700

134．OO

平均134．24

超過料金
共　　　通 1 130 230 176．92

鹸
轄
．
粥
　
麹
繕
羅
、
　
．
心
皿
．
霧
“

蕪
“
雛
跨
罷
繊
濃
糖
…
一

ビ
崖
崖
・
∞
年
度
比
｝
、
．
四
万
円
塔
ぎ
．

　
昭
和
61
年
度
松
代
町
国
民
健
康
保
　
　
一
部
負
担
金
、
国
庫
支
出
金
が
主
な

険
特
別
会
計
予
算
が
、
三
月
七
日
町
　
　
財
源
に
な
り
支
払
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
そ
の
保
険
税
が
、
昭
和
61
年
度
は
、

　
被
保
険
者
の
医
療
費
は
、
保
険
税
、
　
被
保
険
世
帯
一
世
帯
平
均
十
六
万
円

に
な
り
、
6
0
年
度
と
比
較
し
て
四
万

円
の
増
に
な
り
ま
す
。

　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
の
状
況
は
、

年
々
被
保
険
者
が
減
少
す
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
が
増
加
し
、

一
世
帯
当
り
平
均
医
療
費
も
（
表
1
）

の
と
お
り
、
59
年
度
に
減
少
し
た
も

の
の
60
年
度
に
な
っ
て
ま
た
増
加
し

て
い
ま
す
。
55
年
度
以
来
の
推
移
を

み
る
と
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
61
年
度
保
険
税
の
増
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

①
予
算
額
を
前
年
度
と
同
額
に
し

　
て
も
、
被
保
険
世
帯
が
減
少
し
て

　
い
ま
す
の
で
、
一
世
帯
平
均
一
万

　
九
千
九
二
二
円
増
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
60
年
度
（
前
年
度
）
の
予
算

額
は
四
億
六
千
四
八
二
万
三
千
円
で

す
。
　
（
表
2
）
　
こ
の
額
を
61
年
度

被
保
険
世
帯
一
千
〇
四
五
（
表
1
）

で
除
す
と
四
四
万
四
千
八
〇
六
円
に

な
り
ま
す
。
60
年
度
被
保
険
世
帯
一

千
〇
九
四
で
除
し
ま
す
と
四
二
万
四

千
八
八
四
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
差

一
万
九
千
九
二
二
円
が
被
保
険
者
減

に
よ
る
負
担
（
保
険
税
）
増
に
な
り

ま
す
。

②
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

　
が
主
因
で
、
一
世
帯
平
均
一
万
二

　
千
O
八
六
円
増
に
な
り
ま
す
。

　
61
年
度
の
医
療
費
（
療
養
請
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
7
ぺ
ー
ジ
ヘ
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6
ぺ
匪
ジ
よ
り

高
額
療
養
費
）
及
び
老
人
保
険
拠
出

金
を
、
　
（
表
2
）
備
考
の
よ
う
に
算

定
し
ま
す
。
そ
の
予
算
額
は
、
医
療

費
が
三
億
三
千
三
八
四
万
二
千
円
で
、

60

年
比
一
千
八
八
一
万
九
千
円
の
増
、

老
人
保
険
拠
出
金
で
は
一
億
四
千
六

三
〇
万
三
千
円
で
八
一
四
万
六
千
円

の
減
、
そ
の
他
相
殺
し
て
6
0
年
度
比

　
一
千
二
六
三
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。

　
（
表
2
）

　
そ
の
増
加
分
は
、
一
世
帯
平
均
一

万
二
千
O
八
六
円
の
負
担
（
保
険
税
）

増
に
な
り
ま
す
。

③
61
年
度
は
、
給
付
基
金
繰
入
金

　
及
び
繰
越
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

　
庫
支
出
金
は
減
少
し
ま
す
。
そ
の

　
他
の
増
減
を
相
殺
し
、
歳
入
減
に

　
よ
り
一
世
帯
当
り
七
千
九
九
二
円

　
の
増
に
な
り
ま
す
。

　
歳
入
予
算
（
表
3
）
で
は
、
一
部

負
担
金
が
医
療
費
増
に
伴
い
増
に
な

り
ま
す
。
国
庫
支
出
金
で
は
、
医
療

費
増
の
負
担
金
は
ふ
え
ま
す
が
、
退

職
者
医
療
関
係
の
交
付
金
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
相
殺
し
て
減
に
な
り
ま

す
。
給
付
基
金
は
6
0
年
度
で
無
く
な

り
ま
し
た
し
、
繰
越
金
は
医
療
費
が

ふ
え
て
い
る
の
で
見
込
め
ま
せ
ん
。

結
果
、
表
2
の
と
お
り
、
一
世
帯
平

均
七
千
九
九
二
円
の
歳
入
減
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
歳
入
減
は
、
被
保
険
者
の
俣

険
税
で
お
ぎ
な
わ
な
け
れ
げ
な
り
ま

せ
ん
．

　
以
上
、
①
②
③
の
合
計
額
四
万
円

が
、
一
世
帯
平
均
の
保
険
税
増
に
な

り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は

独
立
採
算
が
原
則
で
、
保
険
税
は
目

的
税
で
す
か
ら
不
足
は
保
険
税
で
補

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
松

代
町
で
は
保
険
税
が
多
額
に
な
り
す

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
↑
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
ぎ
る
の
で
、
一
般
会
計
予
算
か
ら
二

　
千
万
円
（
一
世
帯
平
均
一
万
九
千
一

　
三
九
円
相
当
）
を
繰
入
れ
て
軽
減
を

　
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
繰
入
れ
が
な
い
と
、
一
世
帯

　
当
り
平
均
約
一
八
万
円
の
保
険
税
に

　
な
り
ま
す
。

　
　
保
険
税
を
少
く
す
る
に
は
、
医
療

　
費
の
節
減
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん

　
な
で
節
減
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
～

◎
上
手
な
医
者
の
か
か
り
か
た

国
保
の
加
入
者
が
、
病
気
や
ケ
ガ

で
医
師
に
か
か
る
と
、
た
と
え
ば
一

万
円
か
か
っ
た
医
療
費
で
も
、
一
部

負
担
金
と
し
て
払
う
の
は
、
三
千
円

で
す
み
ま
す
。
あ
と
七
千
円
は
、
み

な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
保
険
税
と
、

国
等
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
医
療
費
の
伸
び
は
、
毎
年

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
医
療
費
が
ふ
え

て
い
く
と
保
険
税
を
毎
年
値
上
げ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必

要
な
と
き
に
、
良
い
医
療
を
受
け
る

た
め
に
も
、
は
し
ご
受
診
を
し
た
り
、

ク
ス
リ
ね
だ
り
を
す
る
な
ど
医
者
泣

か
せ
を
し
て
、
大
切
な
医
療
費
を
ム

や

タ
に
使
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん

な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
信
頼
関
係
が
大
切

　
病
気
を
早
く
治
す
に
は
、
医
師
を

7割
保険老個働

　恥巨

3割

塒く騨負坦　㌧つ

　　　　　r＼鵬晒1贈

信
頼
し
、
指
示
を
よ
く
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
急
病
な
ど
の
場

合
は
と
も
か
く
、
深
夜
や
休
日
な
ど

の
受
診
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
医
師

を
い
た
わ
る
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

被保険世帯・者及び一般保険者（退職者を含む）医療費（表1）

年
　
　
度

被　保　険　世　帯・者 被保険者（退職者を含む、

老人保健者を除く）医療費
年　平　均

世　帯　数

年　平　均　者　数

計 一　　般 退　　職 老　　人 医　療　費
一世帯当りの医療費

金　　額 前年比

55 1，254 4，431 3，885

（
制
度
未
設
定
）

546
　　　千円
260，952

　　　円
208，096

　％

『

56 1，218 4，210 3，656 554 275，234 225，972 109

57 1，184 4，043 3，492 551 286，118 241，654 107

58 1，175 3，931 3，376 555 331，761 282，350 117

59 1，137 3，700 3，076 76 548 291，072 256，000 91

60 1，094 3，576 2，952 70 554
（決算見込）

　　333，789 305，109 119

61 1，045 3，315 2，678 83 554
（当初予算）

　　333，842 319，466 105
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会計事業勘定予算額表
（表2）歳　 入

項　　　　　　目
予　　　　算　　　　額 予算1世帯当1）の額

61年度 割合 60年度 前年比 61年度 60年度 前年比

国民健康保険税
　千円
167，202

　％
35．02
　千円
131，280

千円
35，922 　円160，000 　円120，000 　円40，000

一　部　負　担　金 82，634 17．31 71，349 11，285 79，076 65，218 13，858

国　庫　支　出　金 197，648 41．40 212，847 △15，199 189，137 194，559 △5，422

県　　支　　出　　金 1，068 0．22 1，078 △　　　10 1，022 985 37

療養給付交付金 5，469 1．14 6，397 △　　928 5，234 5，847 △　　613

共同事業交付金 3，245 0．68 3，991 △　　746 3，105 3，648 △　　543

一般会計繰入金
20，006 4．19 20，000 0 19，139 18，282 857

給付基金繰入金 1 O 9，484 △9，483 1 8，669 △8，668

繰　　　越　　　金 2 O 8，201 △8，199 2 7，496 △7，494

財産収入、その他 184 O．04 196 △　　　12 176 180 △　　　4

合　　　　　　計 477，453 100 464，823 12，630 456，892 424，884 32，008

△
7，992

備　考

　◎　主な歳入の算出方法

　　　一部負担金　　（表2）の療養諸費等の推計と同じ

　　　国庫支出金　負担金・…・…………・給付費の缶

　　　　　　　　財政調整交付金……給付費のお

　　　　　　　　×退職者医療特別調整交付金が廃止になり、その他と相殺して

　　　　　　　　15，199千円の減

◎その他
　　一般会計繰入金は、60年度と同額

　　給付基金繰入金は、60年度で基金を全額使用でなし

　　繰越金は、60年度の医療費増によ1）繰越の見込なし
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　　　　　　　　　　　　　　　松代町国民健康保険特別

（表3）歳　 出

項　　　　　　目
予　　　　算　　　　額 予算1世帯当りの額

61年度 割合 60年度 前年比 61年度 60年度 前年比

総務　（事　務）費
千円
16，035

％
3
．
3
6

千円
15，377

千円
658
　円
15，344
　円
14，056

　円
1，288

療　　養　　諸　　費 307，749 64．46 290，571 17，178 294，497 265，604 28，893

高　額　療　養　費 26，093 5．47 24，452 1，641 24，969 22，351 2，618

助産、葬祭費、育児手当 4，320 0．90 3，720 600 4，134 3，400 734

老人保健拠出金 106，303 22．26 114，449 △8，146 101，725 104，615 △2，890

共同事業拠出金 3，247 O．68 3，993 △　　746 3，107 3，650 △　　543

室野診療所勘定繰出金 10，590 2．22 10，247 343 10，134 9，367 767

保健普及費、その他 3，116 O．65 2，014 1，102 2，982 1，841 1，141

合　　　　　　計 477，453 100 464，823 12，630 456，892 424，884 32，008

備　考

　◎　主な歳出の算出方法

　　　療養諸費、高額療費の推計

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年4月～9月実績　　　　昭和59年10月～60年3月実績④×　　　　　　　　　　　　×2（12ヶ月換算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
　　　　×1．0945（県の示す医療費の伸率）＝推計費用額

　　　老人保健拠出金の算出

　　　　昭和59年度国保被保険者に係る老人医療費実績×厚生大臣が定める諸率＝

　　　　老人保健拠出金

　◎　助産費の改定（61．4．1実施）

　　　第2子まで　1件10万円一→13万円

　　　第3子以上　！件12万円一→15万円
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母　　　　子　　　　保　　　　健 実施期日
　　　ll艦iil

　　舞秘lli

i⑫萎ili

　◎母　親　学　級
　妊娠中に前期・中期・後期の3回コースで行います。妊娠中の過し方、
栄養、母乳栄養、妊婦体操について勉強し丈夫な赤ちゃんを生みましょう。

4月～6月
10月～12月

　◎孫　親　学　級
　勤めに出られるお母さんが多くなり、赤ちゃんの世話をおばあさんがす

る事が多くなりました。年々変わってきた育児について一緒に考え、ご意

見をお聞きしたいと思います。妊婦さんのお母さんの学級も一緒に行いま
す。

7月、11月

　◎乳　児　健　診
　3、4ヶ月と9、10ヶ月一緒の健診です。医師の診察、身体計測、個人
指導を行います。3、4ヶ月児には神経芽細胞腫の検査について説明と離
乳食の話があ1）ます。

4月、6月
8月、10月
12月

◎1才6ヶ月児健診
1才6ヶ月から2才児に内科健診、身体計測、個人相談を行います。

4月、10月

　◎2才児健診
　2才6ヶ月から3才児に内科健診、検尿、身体計測、個人相談を行いま
す。

4月、10月

◎3才児健診
3才6ヶ月から4才児に2才児健診と同じ内容で行います。

4月、10月

　◎育　児　学　級
　幼児健診の翌月、健診結果、発育、むし歯予防についてお話しをし、保育担当者の方々と育児について一

緒に考えます。

◎新生児訪問
生後1ヶ月未満の赤ちゃんに保健婦が訪問し、身体計測、相談を行います。合わせて産婦さんの相談も行
います。

　　　　　　歯　　　　　科　　　　　保　　　　　健

　◎歯　科　健　診

　　　対象｛器粥布、希望者のみ，

　　　むし歯予防とフッ素塗布
　むし歯予防は家庭での歯みがきや甘いものの制限に加えて、上手にフッ素を利用する事が大

切です。フッ素は歯の質を強くして、むし歯にな1）にくくします。半年ごとに塗布すると効果
があ1）、又安全性については十分確保されています。松代町では去年よ1）実施しています。

実施期日

5月、11月

　　　　　　成　　　　人　　　　保　　　　健

　◎総　合　健　診
　一般健康診査に合わせ、がん検診、レントゲン撮影、母性貧血検査を行います。1日

で全ての検査が終わりますので、すすんで受診して下さい。

7～　　　　　巴　　　　7マ」

／

実　施　期　日

7／14～19

但し胃ガン検診は
7／15～19、　21、　22

◎貧　血　教　室
総合検診の結果、貧血であると指摘された婦人を対象に貧血教室を行います。

◎糖尿病教室
検診で尿糖（±）以上の方に血糖検査を行い、その結果糖尿病が発見された方を対象に糖尿病教室を行います。

◎高血圧教室
日頃よ1）血圧の高い方を対象に合併症を予防し、血圧の自己管理を行うための勉強をします。今年は莇平

・福島にて1日コースで行います。

　◎家庭看護教室
　高齢化社会となり寝たきり老人を抱えて看護されている家庭が増えています。そらなった時、少しでも役

立つようにと看護協会の協力も得て実施します。

その他、健康に関する問題について、いつでも気軽に役場の保健婦にご相談下さい。
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も
う
駄
目
か
と
思
わ
れ
た
北
越
北

線
が
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
私
達
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
よ
り
松
代
町
の
人

口
が
半
分
以
下
に
減
り
始
め
、
現
在

は
六
千
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
達
は
こ
の
過
疎
化
現
象
を
北
越
北

線
に
期
待
し
明
日
へ
の
夢
を
か
け
て

い
る
者
で
す
．

　
上
越
新
幹
線
が
上
野
ま
で
開
通
し
、

関
越
高
速
道
路
も
全
線
開
通
し
て
、

六
日
町
よ
り
松
代
ま
で
は
ト
ン
ネ
ル

も
完
成
し
て
今
で
は
東
京
と
松
代
町

は
、
新
幹
線
で
二
時
間
、
自
動
車
で

は
三
時
間
で
結
ば
れ
る
距
離
に
な
っ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
も
婦
人
会
を
代
表
し
て
町
の
総

合
計
画
審
議
会
委
員
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
町
で
は
『
明

日
を
拡
く
自
然
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の

町
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
地
域
の
開
発
、
自
然
の
中
に
工
夫

を
盛
り
こ
ん
だ
観
光
、
雪
国
で
の
克

雪
、
利
雪
、
雪
に
対
す
る
対
処
、
そ

し
て
郷
土
色
あ
ふ
れ
る
町
、
心
豊
か

な
い
き
い
き
と
し
た
住
み
よ
い
定
住

出
来
る
松
代
の
里
を
実
現
し
た
い
と

云
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
も
交
通
の
便
、
道
路
を
始
め

特
に
北
越
北
線
の
開
通
に
合
わ
せ
て
、

都
会
と
農
村
の
交
流
に
期
待
を
か
け

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
高
校
を
卒
業
す
れ
ば
全
て
と

い
っ
て
い
い
く
ら
い
都
会
に
出
て
し

ま
う
現
在
は
、
ど
こ
の
家
も
夫
婦
だ

け
と
か
。
ほ
ん
と
う
に
少
人
数
で
淋

し
い
毎
日
で
す
．

　
都
会
の
企
業
が
週
休
二
日
制
に
な

り
つ
つ
あ
る
今
、
あ
の
目
ま
ぐ
る
し

い
雑
踏
の
中
で
働
い
て
い
れ
ば
必
ず

人
間
回
帰
の
た
め
、
緑
の
豊
か
な
ふ

る
里
を
思
い
出
し
訪
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。

　
子
供
達
を
都
会
に
、
親
は
こ
の
土

地
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
現
在
、
私

達
の
夢
は
一
か
月
に
一
度
で
も
い
い

か
ら
、
み
ん
な
で
会
話
の
出
来
る
事

を
願
っ
て
お
る
の
で
す
。

　
三
年
続
き
の
豪
雪
で
く
ど
き
の
山

で
す
が
、
私
達
は
一
家
の
主
婦
で
あ

る
と
同
時
に
松
代
町
に
と
っ
て
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
「
お
っ
か
さ
」
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
都
会
の
人
達

が
田
舎
に
来
る
だ
け
で
な
く
私
達
も

都
会
の
雑
踏
の
中
に
足
を
ふ
み
い
れ

て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
住
民
期
待
の
北
越
北
線
の
完

成
は
昭
和
六
十
六
年
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
時
こ
そ
お
互
い
に
手
を

た
ず
さ
え
て
明
日
に
向
っ
て
時
代
の

波
に
お
し
な
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
人
情
味
豊
か
な
私

達
の
ふ
る
里
に
二
本
の
レ
ー
ル
が
引

か
れ
、
日
本
全
国
に
続
く
時
に
気
お

く
れ
が
し
て
の
り
お
く
れ
な
い
様
に
、

こ
の
土
地
で
こ
の
目
で
汽
車
を
見
、

こ
の
耳
で
汽
笛
が
聞
く
こ
と
の
出
来

る
日
が
一
日
も
は
や
く
訪
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。

潔
爽
伏
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
六
五
七
m
が
貫
通
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
繭
麗
日

　
国
道
二
五
三
号
線
か
ら
（
伊
沢
橋

先
）
町
道
大
伏
、
海
老
線
を
九
〇
〇

m
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
が
、
北
越
北

線
の
貫
通
式
の
行
わ
れ
た
犬
伏
ト
ン

ネ
ル
の
現
場
で
あ
る
。

　
坑
口
で
清
め
の
手
水
を
受
け
、
貫

通
地
点
へ
と
向
か
う
。

　
貫
通
地
点
付
近
に
は
、
最
後
の
岩

盤
を
爆
破
す
る
貫
通
発
破
の
ス
イ
ッ

チ
が
、
一
際
は
明
か
る
い
ラ
イ
ト
に

照
ら
し
だ
さ
れ
、
関
係
者
の
注
目
を

集
め
た
．

　
三
回
・
ト
ン
ネ
ル
内
に
サ
イ
レ
ン

の
音
が
響
き
渡
り
、
日
本
鉄
道
建
設

公
団
東
京
支
社
土
岐
課
長
に
よ
り
貫

通
発
破
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
、

ご
う
音
と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
は
貫

通
し
た
。
　
”
万
歳
・
万
歳
”
の
声
が

　
　
　
　
　
　
　
　
続
い
た
．

　
＋
日
町
側
か

ら
と
、
松
代
側

か
ら
関
係
者
が

貫
通
点
（
六
日

町
よ
り
二
五
・

九
八
○
㎞
）
で

ガ
ッ
チ
リ
と
握

手
を
交
わ
し
て

貫
通
を
祝
っ
た
。

　
昨
年
六
月
に

再
開
第
一
号
の

犬
伏
ト
ン
ネ
ル

の
貫
通
は
、
工

事
関
係
者
を
始

め
、
ト
ン
ネ
ル

の
多
い
北
越
北

線
に
は
そ
の
意

は
大
き
い
。
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匪
盟
駈
轟
盟
窮
盟
瑠
唖
魍
魎
珊
噛
願
蹴
硬
閨
疑
郵
脚
必
疑
亜
匪
亜
爽

飛
餐
鋤
覧
聾
賑
騎
麺
驕
匪
幽
幽
題
猛
窒
，

霧
漿
嚢
璽
瓢
亜
編
讃
霧
難
，
、

圏
囹
圏
固
囹
囹
圏
圏
圏
囹
圏
圏
園
囹
圏
囹
囹
囹
囹
囹
囹
圏
圏
囹
圏
囹

　
わ
た
し
は
、
奈
良
立
か
ら
福
島
地

内
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
県
道
月
池
・

松
代
線
に
沿
っ
て
さ
わ
さ
わ
と
、
時

に
は
猛
々
し
く
石
を
打
っ
て
流
れ
く

だ
る
渋
海
川
の
姿
を
見
る
の
が
好
き

で
す
．

　
脳
裡
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
情

景
と
重
な
っ
て
、
そ
う
思
う
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
．

　
そ
し
て
、
川
の
両
側
に
平
胆
な
田

圃
が
開
け
て
心
に
救
い
を
感
じ
る
の

も
よ
い
で
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
福
島
の
屋
号
「
か
み
」
、

西
潟
平
司
氏
蔵
の
古
文
書
を
見
て
お

ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
西
潟
家
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
古
文
書

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
か
ら
水

害
と
関
係
し
た
文
書
を
も
と
に
紹
介

し
て
み
ま
す
。

　
水
害
資
料
は

　
ほ
う
え
い

　
宝
永
四
年
（
西
暦
一
七
〇
七
）

　
さ
よ
う
ほ
う

　
享
保
八
年
（
〃
　
一
七
二
三
）

同
　
九
年
（

同
一
四
年
（

め
い
　
わ

明
和
四
年
（

あ
ん
え
い

安
永
六
年
（

て
ん
め
い

天
明
元
年
（

〃　〃　〃　〃
ノノ

七七七七七
八七六二二
一七七九四
）　 ）　 ）　 ）　）

ぶ
ん
か
文
化
二
年
（
西
暦

同
　
四
年
（
〃

同
　
八
年
（
〃

同
二
二
年
（
〃

天
保
一
一
年
（
〃

同
一
二
年
（
〃

一
八
〇
五
）

　
の
一
三
点
が
あ
り
ま
す
。

に
も
古
い
も
の
、
こ
の
年
号
の
中
間

の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
と
に
か
く
江
戸
時
代
お
び
た
だ

し
い
回
数
の
水
害
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
　
き
ょ
う
ほ
う
は
ち
う
の
と
し

o
享
保
八
夘
年
四
月
の
願
出
書

　
　
　
　
　
か
た
ま
ち

　
こ
の
年
、
潟
町
の
代
官
所
に
出
さ

れ
た
文
書
を
例
に
あ
げ
て
み
ま
す
．

　
「
今
年
は
正
月
早
々
十
三
日
の
大

　
　
　
　
　
　
　
か
わ
　
ふ
　
し
ん
　
は

水
で
十
七
年
前
の
川
普
請
場
を
す
べ

て
壊
さ
れ
て
、
そ
の
上
、
三
月
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
こ
う
す
い

日
の
南
風
で
雪
が
と
け
て
大
洪
水
と

　
　
な
か
し
ま
　
　
　
こ
ひ
ゃ
っ
か
り
　
　
く
ほ
た

な
り
中
島
、
小
百
刈
、
窪
田
と
い
う

三
ヶ
所
を
お
し
切
っ
て
新
し
い
川
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
つ
け

れ
が
で
き
、
も
は
や
春
の
仕
付
の
方

　
　
　
　
　
と
う
わ
く

法
も
な
く
て
当
惑
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
私
た
ち
を
助
け
る
と
思

っ
て
前
の
と
き
の
工
事
と
同
じ
よ
う

　
ふ
し
ん
こ
う
し
ひ

に
普
請
工
事
費
を
心
配
し
て
く
だ
さ

い
。
村
役
人
や
百
姓
た
ち
で
損
害
の

一
八
〇
七
）

一
八
一
一
）

一
八
一
六
）

一
八
四
〇
）

一
八
四
一
）

　
　
　
こ
の
外

様
子
を
調
べ
て
報
告
し
ま
す
の
で
、

何
卒
お
助
け
く
だ
さ
い
。
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
水
に
取
囲
ま
れ
た
福
島
部
落
を
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
水
害
は
翌
年
五
月
に
も
あ
り
ま
し

た
。

　
か
わ
か
け
　
　
　
や
ま
く
す
れ
　
　
す
な
い
り

　
川
欠
、
山
崩
、
砂
入
に
な
っ
て
、

あ
げ
く
に
押
流
さ
れ
た
田
が
五
町
歩

ほ
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
自
力
で

は
無
理
だ
か
ら
是
非
援
助
の
手
を
さ

し
の
べ
て
、
百
姓
が
生
き
て
い
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
か
ん

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
と
、
懇
願

書
が
出
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

o
人
の
生
命
を
の
み
こ
む
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
つ
け

　
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
書
付
を
も

　
　
こ
ち
ゅ
う
し
ん

っ
て
御
注
進
と
書
か
れ
た
文
書
に
は
、

田
八
町
歩
ほ
ど
は
石
が
入
り
川
欠
、

山
崩
で
別
の
所
に
新
川
が
で
き
た
こ

　
　
　
　
　
　
や
ま
く
ず
れ

と
、
こ
の
外
に
山
崩
な
ど
で
田
や
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
え

（
山
地
の
）
が
被
害
を
う
け
、
夘
右
工

も
ん門
の
家
が
山
崩
に
あ
っ
て
損
壊
。
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
へ
　
え

房
、
嫁
、
娘
、
孫
六
人
が
死
去
。
弥
兵
衛

の
子
ど
も
二
人
が
逃
げ
そ
こ
ね
て
死

　
　
　
　
　
　
す
い
ほ
う

去
、
男
た
ち
は
水
防
現
場
に
出
て
い

て
助
か
り
、
弥
兵
衛
の
女
房
は
子
ど

も
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
と
っ

さ
の
所
で
助
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
年
は
、
五
月
八
日
か
ら
雨
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
た
い
　
み

り
つ
づ
き
で
十
九
日
目
に
は
前
代
未

も
ん聞
の
大
風
雨
大
洪
水
で
土
砂
、
山
崩

　
か
わ
よ
け
　
ふ
　
し
ん
　
は

で
川
除
普
請
場
す
べ
て
が
流
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
た
ん
た
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
幕
府
代
官
所

が
わ
も
百
姓
の
村
を
な
り
た
た
な
く

　
　
　
　
　
と
く

し
て
は
何
の
得
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
て
　
だ
い

　
手
代
役
人
を
派
遣
し
て
被
害
状
況

　
け
ん
ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
　
ろ
　
　
み

を
検
分
さ
せ
た
り
、
工
事
目
論
見
（
計

画
書
）
を
提
出
さ
せ
て
工
事
の
補
助

金
を
出
し
復
旧
工
事
を
さ
せ
ま
す
。

　
こ
こ
の
所
は
、
福
島
、
室
野
に
つ

い
て
是
非
町
史
編
纂
の
と
き
は
、
資

料
を
く
わ
し
く
ひ
も
と
い
て
記
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
渋
海
川
の
ほ
と
り
の
美
田
、
平
和

な
福
島
の
村
の
た
た
ず
ま
い
も
、
長

い
洪
水
と
の
た
た
か
い
の
中
か
ら
、

村
人
が
何
度
も
何
度
も
立
ち
上
り
、

周
辺
の
村
々
の
援
助
も
あ
っ
て
で
き

た
姿
か
と
思
う
と
感
無
量
で
す
。

O
さ
ら
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ゆ
う
か

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
の
田
家
の
古
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ

書
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
で
す
が
質

ち
　
し
ょ
う
も
ん

地
謹
文
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
あ
い
わ
た
し
も
う
す
し
ち
い
れ
た
は
た
し
タ
う

　
正
し
く
は
、
相
渡
申
質
入
田
畑
讃

も
ん
　
の
　
こ
と

文
之
事
と
か
、
そ
の
上
に
二
年
季
と

か
五
年
季
、
○
年
季
と
書
か
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
が
く
わ
し
い
こ
と
は

省
き
ま
す
。
借
金
の
か
わ
り
に
自
分

　
　
　
　
し
ち
ぶ
つ

の
財
産
を
質
物
に
し
た
と
い
う
讃
文

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
ろ
く

　
西
潟
家
で
云
え
ば
、
元
禄
の
年
号

　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
ほ
う
　
　
　
あ
ん
え
い
　
　
　
て
ん
め
い

の
も
の
以
下
、
享
保
、
安
永
、
天
明
、

か
ん
せ
い
　
　
　
ぶ
ん
　
か
　
　
　
ぶ
ん
せ
い
　
　
　
て
ん
ヲ
う

寛
政
、
文
化
、
文
政
、
天
保
な
ど
十

九
ほ
ど
の
年
号
の
質
入
讃
文
が
あ
り

　
　
　
　
て
ん
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
お
う

ま
す
。
　
（
天
和
以
後
幕
末
慶
応
ま
で

二
十
六
回
年
号
が
か
わ
っ
て
い
る
）

　
各
年
号
の
讃
文
の
数
が
多
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
さ

を
注
意
し
て
見
る
と
、
こ
れ
又
飢
鐘

　
　
　
ふ
　
こ
う

の
年
と
符
号
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。　
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
を
見
る
と

　
　
　
う
り
の
べ
ま
い

例
え
ば
売
延
米
代
金
や
諸
役
上
納
に

さ
し
つ
ま
っ
た
の
で
金
を
借
り
る
と

い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け

延
米
代
金
と
は
借
金
し
て
（
掛
で
）

米
を
買
っ
て
生
命
を
つ
な
い
で
き
た

証
拠
で
す
。
諸
役
上
納
は
年
貢
金
や

分
担
金
の
こ
と
で
す
。

　
何
年
も
榔
（
醸
管
り
）
で
米
を
買

っ
て
食
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
農
民
は
、
い
つ
か
は
米
代
金
の
さ

の
　
　
　
の
　
　
　
の

い
そ
く
を
受
け
ま
す
。
上
納
金
も
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
き
お
い
、
田

畑
、
山
林
を
少
し
ゆ
と
り
の
あ
る
人

に
頼
ん
で
質
入
れ
し
て
金
を
調
達
し

た
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
は
た
　
　
　
さ
く

　
な
ん
と
か
、
自
分
の
田
畑
で
作
が

　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
の

で
き
れ
ば
し
の
げ
て
も
、
天
候
不
順
、

虫
害
の
年
は
一
物
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
は
た

　
食
を
求
め
、
或
る
者
は
質
入
田
畑

　
う
け
か
え

を
請
返
す
た
め
に
他
郷
へ
奉
公
に
出

　
　
　
ノ
ド
と
て
こ
い

た
り
、
袖
乞
に
出
た
わ
け
で
す
。

　
飢
饅
の
年
は
袖
乞
も
多
く
、
死
者

（
飢
え
死
）
も
多
く
出
ま
し
た
。

　
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
四

月
～
七
月
末
ご
ろ
迄
に
室
野
で
は
九

一
二
人
中
一
七
二
人
死
失
。
福
島
で

も
同
年
同
時
期
三
四
人
死
失
の
記
録

が
あ
り
ま
す
。
思
わ
ず
合
掌
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
（
町
史
編
纂
室
　
関
谷
哲
郎
）
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⑳
躯る

いじめ隈姻いじめられっ子

　
現
代
の
い
じ
め
の
大
き
な
特
徴
は
、

い
じ
め
っ
子
自
身
、
い
じ
め
て
い
る

と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
　
「
い
じ
め
て
な
ん
て
い
な
い

ぜ
。
あ
い
つ
は
何
を
や
ら
せ
て
も
ス

ロ
ー
モ
ー
で
、
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
乱
す
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い

か
ら
自
分
が
皆
に
代
わ
っ
て
注
意
し

て
や
っ
て
い
る
だ
け
…
…
…
」

　
い
じ
め
っ
子
は
．
正
義
感
”
に
燃

え
て
い
る
の
で
す
。

　
「
皆
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
だ

か
ら
、
よ
く
言
い
聞
か
せ
て
、
ダ
メ
な

と
こ
ろ
は
直
し
て
や
る
の
が
当
然
」

　
　
こ
れ
が
、
い
じ
め
っ
子
の
気
持

ち
の
ど
こ
か
に
あ
る
訳
で
す
。
皆
の

不
満
を
オ
レ
が
代
弁
し
て
や
っ
て
い

る
。
…
…
…
い
じ
め
っ
子
の
目
が
輝

き
を
増
し
、
生
き
生
き
と
し
て
き
ま

す
。■
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
半
面
、

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
温
か
み

に
欠
け
る

　
こ
の
よ
う
な
現
代
の
い
じ
め
っ
子

に
共
通
す
る
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
ま

ず
、
学
習
能
力
（
成
績
）
に
優
れ
、

発
言
力
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
半

面
、
自
己
顕
示
欲
が
強
く
、
他
人
に

対
す
る
思
い
や
り
や
温
か
み
に
欠
け

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
攻
撃
性
を
帯
び
た
正

義
感
に
燃
え
て
、
　
”
弱
い
者
”
に
向

か
う
と
き
、
い
じ
め
が
起
こ
る
と
い

え
ま
す
。

■
親
へ
の
不
信
感
や
不
満
が
“
い
じ

め
”
に
走
ら
せ
る
。

　
い
じ
め
っ
子
は
、
家
庭
で
は
“
い

い
子
”
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

意
外
と
思
え
る
ほ
ど
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
母
親
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
情
緒
不
安

定
で
、
感
情
に
ム
ラ
が
あ
り
、
気
分

の
変
化
の
激
し
い
タ
イ
プ
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。
子
供
に
し
て
み
れ
ば
逆

ら
う
と
面
倒
な
の
で
、
ハ
イ
ハ
イ
と

“
い
い
子
”
を
装
う
。
つ
ま
り
、
心

を
閉
じ
て
自
分
を
抑
制
し
て
い
る
わ

け
で
、
強
い
緊
張
状
態
の
中
で
親
に

対
す
る
不
信
・
不
満
が
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
心
が
自

分
よ
り
”
弱
い
者
”
に
対
し
て
向
け

ら
れ
て
い
く
と
き
、
い
じ
め
が
発
生

す
る
の
で
す
．

　
い
じ
め
っ
子
の
特
徴
を
考
え
る
と

き
、
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
生
育
歴
1

ー
な
か
で
も
親
子
関
係
の
在
り
方
で

す
。
甘
や
か
し
・
溺
愛
・
放
任
が
ど

の
程
度
あ
っ
た
か
、
そ
の
結
果
、
わ

が
ま
ま
（
自
己
中
心
）
が
助
長
さ
れ
、

一
方
で
耐
性
（
が
ま
ん
す
る
心
）
の

欠
如
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か

…
…
…
。
こ
う
し
た
生
育
歴
に
自
己

顕
示
欲
の
強
い
性
格
が
重
な
っ
て
、

い
じ
め
の
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
く

こ
と
は
十
分
に
推
定
で
き
ま
す
。
内

気
で
神
経
質
な
子
が
い
じ
め
っ
子
に

な
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
と
思
っ
て

い
い
で
し
よ
う
。

■
大
人
の
価
値
基
準
が
い
じ
め
の
理

由
に
　
子
供
の
世
界
は
大
人
の
世
界
の
投

影
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
ふ
だ
ん
、
わ
が

子
に
対
し
「
し
ょ
う
が
な
い
子
ね
」

「
ダ
メ
ね
…
…
…
」
な
ど
と
言
う
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と

き
の
“
ダ
メ
基
準
”
は
ど
ん
な
内
容

で
す
か
。
例
え
ば
、
弱
い
、
遅
い
、

の
ろ
い
、
は
っ
き
り
し
な
い
、
カ
ッ

コ
わ
る
い
、
醜
い
、
せ
め
て
1
0
人
並

に
…
…
…
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
い
じ
め

っ
子
の
“
い
じ
め
る
理
由
”
と
ほ
ぼ

同
じ
な
の
で
す
。
大
人
の
価
値
基
準

が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
供

の
心
に
投
影
し
、
い
じ
め
の
世
界
を

形
づ
く
っ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
大
人
自
身

が
、
い
ま
一
度
自
分
の
足
元
を
見
直

す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
指
導
岩
佐
壽
夫
・
前
警
視
庁
世
田

谷
少
年
セ
ン
タ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

穐
薯
E
薯
E
茎
琶
琶
薯
E
E
E
薯
薯
E
ε
薯
茎
琶
琶
E
薯
5

脚脚脚脚一一一一一一一一脚一一一一一脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚

県内で住所を移した方の投票
　昭和60年12月31日以降に県内の他の市町村に転出された人は、

前の市町村で投票することになります。

　（転出先の市町村の選挙管理委員会で不在者投票をすること

　　ができる場合もあります。）

　不在者投票をするときは、現在住んでいる所の市町村長から、

引きつづき県内に住んでいることの証明をもらい、この証明書

を提示して投票をすることになります。

4月20目

酬煽画煽酬煽画煽魚繭画軌o漁酬m画m倫煽倫煽魚ゆ伽一画軌酬繭伽煽画繭酬繭酬ゆ魚煽伽煽酬φ酬繭酬軌倫煽画ゆ画煽酬φ湖
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し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
努

力
に
依
り
、
旧
奴
奈
川
中
学
校
の
あ

と
に
は
マ
ツ
ダ
電
子
工
業
が
入
り
、

大
越
忠
人
形
製
造
工
業
、
米
持
組
あ

と
に
は
松
代
電
子
工
場
、
昨
年
か
ら

は
農
協
倉
庫
あ
と
に
吉
沢
光
学
が
創

業
し
て
農
村
工
業
が
芽
吹
い
て
き
た
。

　
農
村
工
業
と
い
え
ば
大
正
末
期
頃

ま
で
今
の
小
学
校
の
所
に
「
新
松
酒

造
株
式
会
社
」
が
あ
っ
て
「
都
一
」

と
い
う
銘
酒
を
出
し
て
い
た
し
、
中

野
橋
際
に
は
機
織
工
場
も
あ
っ
た
。

　
松
代
町
の
中
で
も
室
野
部
落
は
耕

地
条
件
に
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
。

渋
海
川
、
濁
川
、
城
川
沿
岸
の
平
地

の
田
圃
、
草
生
津
原
を
中
心
と
し
た

水
の
循
環
利
用
（
一
番
低
い
所
に
溜

池
を
造
り
ポ
ン
プ
で
一
番
上
の
溜
池

に
送
り
灌
概
す
る
）
を
基
と
し
た
圃

場
整
備
が
行
わ
れ
た
。
今
は
生
産
組

合
が
出
来
、
作
業
は
殆
ん
ど
機
械
化

さ
れ
た
。
三
本
鍬
で
田
を
打
ち
、
炎

天
に
手
で
田
の
草
を
取
り
、
刈
草
を

背
負
っ
て
汗
が
目
に
入
る
の
を
ぬ
ぐ

い
な
が
ら
運
ん
だ
昔
の
百
姓
は
今
で

は
夢
と
な
っ
た
。

　
部
落
の
東
に
共
有
の
大
き
な
杉
の

森
が
あ
る
。
毎
年
八
月
七
日
に
は
宮

難
ぎ
と
言
っ
て
村
中
が
出
て
下
草
刈

り
を
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
杉
が
植

え
ら
れ
た
頃
か
ら
続
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
こ
の
森
の
中
へ
一
の
鳥
居
か

ら
百
十
幾
段
か
の
石
段
を
登
っ
た
頂

上
に
松
苧
神
社
が
あ
る
。
祭
神
は
大

山
昨
命
、
奴
奈
川
姫
命
で
、
こ
の
石

段
の
石
は
福
島
深
山
の
小
込
野
と
い

う
所
か
ら
切
り
き
ざ
ん
で
運
ん
だ
の

だ
そ
う
だ
。
内
陣
に
は
三
面
観
音
が

祭
ら
れ
て
、
高
さ
四
十
糎
位
の
木
像

で
、
お
そ
ら
く
神
仏
混
交
時
代
の
名

残
り
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
三
十
九

年
に
部
落
内
に
あ
っ
た
七
ッ
の
お
宮

さ
ん
を
こ
の
松
苧
神
社
に
合
祀
し
た

と
か
。
そ
れ
で
昔
は
お
祭
に
は
社
内山城野室

に
七
ツ
の
長
提
灯
を
下
げ
る
の
だ
と

部
落
の
長
老
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
何
か
の
祭
神
ら
し
い
朽
ち

た
木
像
も
あ
る
。
も
う
四
十
年
前
、

枝
折
れ
で
危
険
に
な
っ
た
社
の
裏
の

杉
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の

年
輪
を
数
え
た
ら
三
百
三
十
ま
で
数

え
ら
れ
た
。

　
二
の
鳥
居
と
上
の
石
段
と
の
間
の

右
側
に
は
土
俵
場
が
あ
り
、
そ
れ
を

囲
む
よ
う
に
土
の
観
覧
席
が
五
、
六

段
頃
ま
で
続
い
て
い
る
。
か
つ
て
青

年
会
が
お
盆
行
事
に
は
寄
角
力
、
お

祭
に
は
舞
台
を
作
り
、
歌
舞
伎
や
新

国
劇
、
踊
り
を
被
露
し
て
村
人
を
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
せ
て
く
れ
た
。
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
、

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ッ
ツ
ン
と
い
う
馬
鹿
離
子
の
調
子

と
弁
慶
、
牛
若
丸
の
描
か
れ
た
大
き

な
引
幕
が
思
い
出
の
中
か
ら
消
え
な

い
。
左
側
は
広
場
と
な
っ
て
神
社
側

に
庚
申
塚
が
あ
り
、
先
年
、
六
十
年

振
り
で
発
掘
し
た
が
埋
っ
て
い
た
酒

び
ん
は
傷
が
つ
い
て
何
も
残
っ
て
い

な
か
っ
た
。
今
度
そ
ん
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
小
学
校
の
生
徒
の
作
品

を
入
れ
て
再
び
埋
め
戻
し
た
。
い
つ

か
陽
照
り
が
続
い
た
と
き
、
村
中
が

集
っ
て
庚
申
祭
を
行
っ
た
事
を
お
ぼ

え
て
い
る
。
お
経
の
終
ら
な
い
う
ち

に
雨
が
降
っ
て
き
た
っ
け
…
…
。

　
「
字
狸
々
の
小
高
い
処
、
幾
層
の

　
石
段
の
上
、
樹
木
の
繁
茂
し
た
物

　
古
り
た
る
霊
場
が
曹
洞
宗
洞
泉
寺

　
で
あ
る
」
と
市
川
牧
人
先
生
も
書

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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い
て
お
ら
れ
る
。
言
い
伝
え
に
依
る

と
仁
上
の
素
封
家
、
本
山
様
の
祖
先

が
木
曽
か
ら
転
住
し
て
、
浦
田
村
西

の
前
と
の
山
境
、
鼻
毛
の
池
の
辺
り

に
寺
を
建
立
し
た
。
こ
の
池
は
今
で

も
北
側
の
洞
の
岩
の
間
か
ら
凛
々
と

清
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
安
養
山
洞
泉
寺
と
称
し
た
と
思

わ
れ
る
。
後
、
室
野
の
佐
藤
家
の
祖

先
が
開
基
と
な
っ
て
元
和
元
年
（
一

六
一
六
）
今
の
与
三
次
の
あ
た
り
に

移
し
、
川
向
の
山
を
仏
典
に
な
ぞ
ら

い
て
鶏
足
山
と
名
づ
け
、
こ
の
山
の

名
を
入
れ
て
鶏
足
山
洞
泉
寺
と
し
、

開
山
は
川
西
町
上
野
、
長
安
寺
第
六

世
が
転
住
、
第
一
世
量
室
存
応
和
尚

で
今
の
所
に
移
っ
た
の
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
一
）
で
あ
る
。
隠
居
の
古

文
書
の
中
に
「
元
禄
五
年
申
年
唯
今

の
屋
敷
へ
引
く
。
元
の
屋
敷
に
与
三

次
居
る
。
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
先

般
本
堂
の
屋
根
の
葺
替
を
や
っ
た
と

き
、
棟
木
の
上
か
ら
建
立
当
時
の
棟

梁
の
名
な
ど
書
い
た
合
せ
板
（
棟
札
）

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
に
依
る
と
完

成
は
元
禄
七
年
と
あ
る
。
須
弥
壇
に

は
木
彫
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
文
珠
菩
薩

が
安
置
さ
れ
、
古
い
も
の
で
は
安
養

山
時
代
に
寄
進
さ
れ
た
雲
盤
が
あ
る
。

康
正
二
年
八
月
十
六
日
（
一
四
五
六
）

難

松

苧

神

社

安
養
山
洞
泉
寺
住
持
、
比
丘
、
玄
清

と
彫
ん
で
あ
り
、
越
後
守
護
上
杉
定

美
が
隠
遁
し
よ
う
と
し
た
起
請
文
に

比
丘
、
玄
清
と
あ
り
、
こ
れ
は
何
か

関
係
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
調
べ
た
ら
、
年
代
に
九
十
年
の
差

が
あ
り
関
係
な
さ
そ
う
。

　
こ
の
外
、
石
黒
祖
教
和
尚
が
樺
太

布
教
に
供
を
し
た
元
禄
年
間
に
寄
進

さ
れ
た
鐘
が
あ
る
。
新
し
い
も
の
で

は
、
仏
画
家
、
宮
原
柳
倦
画
伯
が
高

野
山
で
赤
不
動
の
軸
の
御
開
帳
に
参

籠
し
た
折
、
た
ま
た
ま
佐
藤
竹
花
さ

ん
と
一
緒
に
な
り
、
そ
れ
が
緑
で
戦

時
中
室
野
令
（
弥
平
サ
）
に
疎
開
中

描
か
れ
た
十
五
羅
漢
の
画
幅
と
戦
没

者
供
養
の
た
め
描
か
れ
た
長
さ
三
米

余
の
大
観
音
菩
薩
の
画
幅
で
あ
る
。

本
堂
の
入
口
の
上
に
は
田
沢
の
市
川

亮
平
先
生
の
書
い
た
「
洞
泉
寺
」
が

寛
永
通
宝
で
色
ど
ら
れ
て
い
る
。

　
庭
に
は
樹
令
千
年
以
上
の
樫
の
大

木
二
本
が
枝
を
張
っ
て
居
り
、
そ
の

下
に
昭
和
初
年
ま
で
住
職
の
居
た
尼

寺
「
千
体
仏
」
の
石
仏
が
並
ん
で
い

る
。
こ
の
庭
は
毎
年
お
盆
の
三
日
間

と
二
十
七
日
盆
に
は
村
中
の
善
男
善

女
が
夜
を
徹
し
て
踊
り
で
埋
め
つ
く

し
た
。
門
前
に
は
弘
法
様
が
あ
り
霊

験
あ
ら
た
か
と
か
、
参
詣
の
人
が
絶

え
な
い
。
ま
た
左
側
に
は
室
野
が
生

ん
だ
書
家
佐
藤
三
禅
（
文
化
十
一
年

生
れ
、
明
治
十
四
年
没
）
の
碑
が
あ

る
。
良
寛
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
家
の

本
家
争
い
に
嫌
気
が
さ
し
、
長
男
で

あ
っ
た
が
家
を
弟
に
ゆ
ず
り
上
京
、

静
軒
寺
の
門
に
学
び
後
富
取
芳
斉
の

門
人
と
な
り
書
家
、
画
家
と
し
て
大

成
し
、
老
後
帰
郷
し
て
丹
保
の
二
階

で
住
ん
だ
。
こ
の
碑
文
に
は
そ
の
経

歴
が
彫
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
石

段
の
中
程
に
子
安
地
蔵
が
あ
り
乳
の

出
な
い
人
が
よ
く
お
詣
り
し
て
い
た

が
、
私
が
立
教
大
学
の
高
田
茂
教
授

を
案
内
し
た
折
、
マ
リ
ヤ
観
音
で
あ

り
、
マ
リ
ア
地
蔵
で
あ
る
と
鑑
定
さ

れ
た
。

　
部
落
の
南
西
に
は
、
今
商
工
会
の

人
達
が
保
存
に
手
を
尽
し
て
い
る
城

山
（
五
百
九
米
）
が
あ
る
。
こ
の
城

山
は
旧
奴
奈
川
地
区
の
最
高
峰
、
正

面
グ
ラ
山
（
五
五
八
・
四
米
）
か
ら

北
東
に
走
る
峻
険
な
尾
根
の
中
ご
ろ

の
突
出
た
峯
の
上
に
あ
り
、
北
側
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

北
倉
と
い
い
、
正
面
グ
ラ
山
か
ら
鷹

か
　
ば
狩
場
ま
で
の
三
粁
、
総
べ
て
が
断
崖

絶
壁
で
所
々
垂
直
に
近
い
岩
盤
が
露

出
し
て
、
二
百
五
十
米
の
落
差
を
つ

け
て
太
田
川
に
辻
り
込
ん
で
い
る
。

又
、
頂
上
か
ら
南
側
に
は
二
つ
の
尾

根
が
あ
り
、
西
寄
の
尾
根
は
や
は
り

二
百
五
十
米
の
差
を
つ
け
て
不
動
滝

を
源
と
し
て
流
れ
る
河
入
川
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。
南
寄
の
尾
根
は
二
の

丸
の
下
か
ら
南
域
（
四
八
七
・
三
米
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き

に
連
な
り
、
そ
の
南
側
は
牧
場
と
呼

ば
れ
る
広
い
原
と
な
り
、
裾
は
や
は

り
絶
壁
と
な
っ
て
河
入
川
に
落
ち
込

ん
で
い
る
。
一
の
丸
跡
は
一
反
歩
位

の
平
地
と
な
り
、
真
中
に
老
杉
が
四
、

五
本
あ
り
、
そ
れ
よ
り
十
米
位
下
っ

て
二
の
丸
が
あ
る
。
広
さ
は
一
の
丸

よ
り
広
く
、
三
の
丸
は
そ
れ
よ
り
更

に
十
米
位
下
っ
た
所
で
三
角
形
で
、

広
さ
は
一
番
せ
ま
い
。
記
録
で
は
三

の
丸
、
四
の
丸
が
あ
っ
た
と
書
い
て

あ
る
が
、
木
戸
ま
で
の
尾
根
に
二
ヶ

所
位
広
い
所
が
あ
る
が
そ
れ
か
も
し

れ
な
い
。
頂
上
の
南
側
に
井
戸
の
跡

ら
し
く
丸
い
濯
木
の
特
に
繁
っ
た
所

が
あ
っ
た
。

　
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
西
に
直
峰
城

は
勿
論
、
春
日
山
か
ら
上
越
市
街
が

見
え
、
そ
の
先
に
直
江
津
海
岸
の
水

平
線
が
見
え
る
。
振
返
れ
ば
、
蒲
生
、

松
代
、
犬
伏
の
各
城
跡
を
越
え
て
魚

沼
の
山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
。
す
ば

ら
し
い
展
望
で
あ
る
。

　
南
城
の
尾
根
を
除
い
た
三
つ
の
尾

根
に
は
空
濠
跡
が
今
で
も
そ
れ
と
解

る
程
の
形
で
残
っ
て
い
る
。
室
野
方

向
か
ら
の
登
山
口
は
大
手
口
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
一
段
と
深
い
空
濠

　
　
　
そ
ろ
ば
ん
ば
し

跡
に
は
算
盤
橋
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
深
山
に
あ
る
共
有
地
に
通
う

た
め
、
若
干
切
り
崩
さ
れ
て
い
る
が

今
で
も
そ
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
こ
は
出
入
を
取
締
っ
た
木
戸
で
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
南
側
の
下

一
帯
を
木
の
（
戸
）
下
と
い
う
地
名

に
な
っ
て
い
る
。

　
三
の
丸
か
ら
五
米
位
下
っ
て
南
城

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
ペ
ー
ジ
ヘ
）
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に
通
ず
る
尾
根
に
は
屋
敷
跡
と
呼
ば

れ
る
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
三
十
米

位
の
所
に
兜
清
水
が
あ
る
。
湧
水
の

中
に
白
い
砂
と
黄
銅
磧
が
光
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
人
が
住
ん
で
い
た
か
ど

う
か
。
洞
泉
寺
に
あ
る
元
禄
年
間
の

過
去
帳
に
、
部
落
名
「
城
」
名
前
、

六
左
エ
門
、
新
左
エ
門
、
中
田
清
三

臨囲欄踊

醐
灘

郎
、
中
田
勘
一
郎
、
小
塚
武
左
エ
門

な
ど
の
十
六
の
武
士
ら
し
い
城
の
住

民
の
戒
名
が
あ
っ
た
。

　
西
側
の
尾
根
へ
濯
木
に
つ
か
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
お
と
み
ざ
か

な
が
ら
降
り
る
と
弟
見
坂
（
妊
婦
の

つ
わ
り

悪
阻
の
苦
し
さ
に
な
ぞ
ら
え
て
付
け

ら
れ
た
名
）
の
上
に
出
る
。
こ
の
坂

を
降
り
切
る
と
城
山
よ
り
百
米
位
の

轟

塞
　
　

”
選

灘

灘

草生津原
真
下
と
な
り
長
命
寺
屋
敷
と
い
う
大

反
歩
位
（
今
は
田
圃
と
な
っ
て
い
る
）

の
屋
敷
跡
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
西
へ

百
米
、
大
清
水
が
あ
る
。
岩
の
破
れ

目
か
ら
凛
々
と
湧
き
出
る
水
が
今
の

松
代
水
道
の
水
源
で
あ
る
。
　
（
水
源

地
域
川
の
水
源
は
二
つ
に
別
れ
、
福

島
側
は
小
込
野
、
大
沢
、
室
野
側
は

不
動
滝
と
大
清
水
で
あ
る
。
）

　
南
城
の
東
側
は
布
引
の
原
を
境
に

滝
と
な
り
、
河
入
川
に
注
い
で
い
る

が
、
そ
の
中
程
に
高
句
麗
の
池
が
あ

り
、
陽
照
り
続
き
の
と
き
、
困
っ
た

村
人
が
雨
乞
い
に
き
た
と
い
う
。
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

東
の
空
濠
か
ら
二
百
米
位
の
所
に
鷹

か
　
ば
狩
場
（
四
四
二
米
）
が
あ
り
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
だ
て

か
ら
北
へ
突
出
た
所
が
櫻
館
で
あ
る
。

城
山
か
ら
南
、
河
入
川
を
隔
て
て
岩

壁
の
上
が
中
城
（
四
八
一
米
）
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
今
残
っ
て
い
る
地
名
を

た
よ
り
に
探
っ
て
み
る
と
、
そ
の
昔

こ
こ
で
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
繰
り
拡
げ

ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
考
え
る
と
興

味
は
つ
き
な
い
．

　
松
之
山
郷
を
支
配
し
た
豪
族
、
松

之
山
二
郎
が
築
城
し
（
一
〇
八
七
）

藍
谷
の
鉄
城
と
し
て
越
後
九
十
七
ヶ

城
の
一
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
後
松
山

将
監
が
上
杉
謙
信
に
除
か
れ
、
菅
刈

に
移
り
、
そ
の
あ
と
に
誰
が
入
っ
た

の
か
…
…
。

　
北
条
氏
が
藤
部
氏
に
築
城
さ
せ
た

後
、
小
坂
下
野
守
の
居
城
（
一
二
四

洞
　
　
泉
　
　
寺

O
）
と
な
っ
た
と
か
。
渡
辺
民
部
太

夫
の
居
城
で
あ
っ
た
と
か
。
記
録
の

つ
な
が
ら
な
い
今
と
な
っ
て
は
、
わ

ず
か
の
史
料
を
頼
り
に
推
測
す
る
ほ

か
は
な
い
が
、
殿
様
・
が
正
月
の
年
取

り
に
風
呂
に
入
っ
て
居
て
討
た
れ
、

そ
れ
以
来
室
野
で
は
正
月
の
年
取
り

に
は
大
戸
を
締
め
て
年
を
取
る
風
習

が
伝
わ
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
こ

の
城
は
慶
長
年
間
、
山
城
廃
止
に
よ

り
、
廃
城
と
な
っ
た
。
唯
、
そ
の
人

達
が
こ
の
山
城
の
中
で
ど
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
た
か
と
思
う
と
興
味

は
更
に
つ
き
な
い
。



”Ill”Illl“IIII“1171”lllIIlll”IIIllIIこうほう・まつだい（3月号）IIllllIII”III”IIII”IIIlllII川IIIII”IIlll川1”II”IIll”III川IIll”IllIll川IIIIlllIIIllIIII”IIllllIII”IIII”IIll”lllIlll”IIIIIlmIIIll“IllIIll”1”iII”II”II”II”III”IIIIllII

いる明
知事選挙の不在者投票について＊＊＊

　出稼ぎ等で4月20日までに帰られない方は、不在者投票の請求書の用紙が役場選挙

管理委員会にありますので、電話等でご請求下さい。

　請求書を委員会が受理しますと3月29日以降に本人に投票用紙を送付いたします。

また選挙当日旅行、職務等で投票所へ行けない方は、告示日当日（3月31日）より4

月19日までの毎日午前8時30分から午後5時まで不在者投票が役場でできます。

松代町選挙管理委員会
　　　　　　　　　TEL（7）2220

　　　時代

＼　　　　　　　最終回

充戴た＼
人生を送るだめ繍

　
ひ
と
口
に
博
物
館
と
い
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自

然
科
学
系
の
科
学
博
物
館
や
自
然
史

博
物
館
、
人
文
科

学
系
の
歴
史
博
物

館
や
美
術
館
、
さ

ら
に
は
野
外
博
物

館
、
動
物
園
、
植

物
園
、
水
族
館
な

ど
も
す
べ
て
博
物

館
の
一
種
で
す
。

博物館と生涯学習

ら
れ
て
い
る
所
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
の
博
物
館
は
、

入
館
者
の
興
味
や
関
心
を
呼
び
起
こ

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

展
示
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
動
物
の
は
く
製
や
植
物

の
標
本
を
個
別
に
陳
列
す
る
の
で
は

な
く
、
動
・
植
物
の
自
然
の
生
態
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
情
景
を
立
体

的
に
構
成
し
て
展
示
し
た
り
、
地
殼

の
構
造
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
地
殼
の
模
型

実
物
に
接
し
て

　
　
幅
広
い
学
習
を

　
本
や
雑
誌
を
通
し
て
学
ぶ
た
め
に

利
用
す
る
の
が
図
書
館
で
あ
り
、
人

を
通
じ
て
知
的
情
報
の
収
集
や
交
換

を
す
る
場
が
公
民
館
だ
と
す
る
と
、

博
物
館
は
実
物
に
接
し
て
学
ぶ
場
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
興
味
や
関
心
を
引
く

　
　
　
　
　
　
凝
っ
た
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ょ
く
そ
う
せ
ん

　
博
物
館
と
い
う
と
、
古
色
蒼
然
と

い
う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ひ
っ
そ

り
と
し
た
大
き
な
部
屋
に
、
貴
重
な

文
化
財
が
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
に
収
め

が
動
く
よ
う
工
夫
し
て
い
る
所
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
物
の
展
示
だ
け
で
は
分

か
り
に
く
い
岩
石
の
結
晶
を
顕
微
鏡

で
見
せ
た
り
、
古
代
の
土
器
の
レ
プ

リ
カ
（
模
型
品
）
を
作
っ
て
、
実
際

に
手
に
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
学
習
し
た
い

人
の
た
め
に
図
書
室
を
設
け
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
展
示
物
の
解

説
を
し
て
く
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
喫
茶
店
や
食
堂
を
設
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

　
　
現
在
、
規
模
の
小
さ
い
施
設
ま

　
で
含
め
る
と
、
日
本
に
は
一
一
千
館

　
以
上
の
博
物
館
が
あ
る
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
都
道
府

　
県
の
教
育
委
員
会
に
登
録
さ
れ
て

　
い
た
り
、
博
物
館
に
相
当
す
る
施

　
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
比
較
的
内

　
容
の
充
実
し
て
い
る
博
物
館
は
、

　
全
体
の
一
二
分
の
一
に
当
た
る
六
百

　
七
十
六
館
（
昭
和
五
十
九
年
現
在
）
…

　
と
な
つ
て
い
ま
す
。

よ
う
配
慮
し
て
い
る
所
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
博
物
館
で

　
　
生
涯
学
習
の
充
実
を

　
人
々
の
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
を
反
映
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
、
最
近
は
博
物
館
が
観
光
バ
ス
の

コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
実
物
に
接
し
て
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
博
物
館
を
活
用
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
学
習
を
よ
り

幅
広
く
、
そ
し
て
豊
か
に
さ
せ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

。
参
　
謄

劣
　
●

ド
．
．
ノ
傷
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・道踏整備事業12路線　　　　　　嬉融資額鰺8百万剛

・集落開発センター等集会所3ケ所（　潔　23．5　解　）

・消防施設整備事業

・小学絞改築事業

・除雪機械整備事業

・林道整備事業

・藻免道路整備事業

・簡易氷道建設事業

（潔　9．3継）

（が63．4双〉
（潔19．7が）
（潔12．1〃）
（が13．4潔〉
（潔37。4潔）

還元融資総額　　　3総．8百万円

福島部落に克雪型（自然落下式屋根）の集会所が完成

　　　鞠転

皆
様
方
の

　
郵
便
年
金
、
簡
易
保
険
の
積
立
金
が

　
　
　
公
共
施
設
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
〃

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
、
郵
便
年
　
　
路
な
ど
公
共
施
設
の
事
業
に
融
資

金
の
保
険
料
や
掛
金
は
、
皆
様
方
　
　
さ
れ
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
、

の
将
来
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
て
　
　
て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
掛
金
等
　
　
　
当
町
で
も
昭
和
六
〇
年
度
に
簡

は
、
簡
保
資
金
、
年
金
資
金
と
し
　
　
保
還
元
融
資
を
受
け
て
次
の
よ
う

て
、
公
共
の
利
益
に
役
立
つ
よ
う
　
　
な
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

運
用
さ
れ
各
市
町
村
の
学
校
、
道

ー
ヴ
　1・

＼』亀

、ぢ、

＼、’《・

7

＼

〆X、へ
．
／

覇瞬

無雪道路の実現に向けてロータリー除雪車の購入
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今日も

　今夜も

詳の

朋心

防災
シリーズ⑯

顯

オ
　
　
㎜
饗
曝

覇

譲醐

　
　
灘
盤

　
　
灘

　
　
瀬
鵬

・
　
獺
、

無

“”び

　
　
驚
，
鐸

　　　　灘
　　　辮黙灘

轍

」
　
　
　
蝋磯

　　　　籔

　　“階　，　　　，“’

　　　　　　　　　多　　　　　　　　　多　　　　　　　　　P”　　　　　　　　　　繋

馨の火災予防運動

るま始

4月1日～7・圖まで

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
、

当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

運
動
期
間
中
午
前
7
時
午
後
6

時
に
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

融
雪
災
害
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
〃

一
、
雪
崩

気
温
が
上
が
る
と
雪
崩
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
雪
崩
発
生
危

険
箇
所
の
通
行
等
充
分
注
意
が
必

要
で
す
．

二
、
地
滑
り

　
地
滑
り
は
三
月
か
ら
四
月
に
か
け

　
て
発
生
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り

　
ま
す
。
日
頃
か
ら
住
宅
の
周
囲
の

　状況に

注
意
し
て
下
さ
い
。

三
、
融
雪
出
水

　
融
雪
に
よ
り
出
水
し
や
す
い
中
小

河
川
沿
い
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、

　
常
に
水
位
を
監
視
す
る
。
ま
た
中

　
小
河
川
が
雪
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

子
供
等
転
落
事
故
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
下
さ
い
。

四
、
そ
の
他

　
工
事
現
場
に
お
い
て
は
、
常
に
雪

　
崩
や
土
砂
崩
れ
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
各
事
業
所
の
責
任
者
並

　
び
に
作
業
員
の
方
は
、
充
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

■●

馬
馬
●
　
●

鴨
℃
　
D◎

　も　　●
覧　、　●

　D
b

　o
●　o
●　●

⑰
亀
　
●

■
O　o

●
●

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　～　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　一一 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
受
付
分

　
　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

　
若
月
ゆ
か
り
　
父
義
則
　
母
典
子

　
　
　
　
　
（
長
女
・
孟
地
・
向
）

　
井
上
敬
裕
　
　
父
覚
　
　
母
百
合
子

　
　
　
　
　
（
長
男
・
寺
田
・
久
助
）

　
柳
安
由
美
　
　
父
正
二
　
母
裕
子

　
　
　
　
（
二
女
・
松
代
・
半
年
佐
）

　
齊
木
千
春
　
　
父
稔
　
　
母
春
子

　
　
　
　
　
（
長
男
・
中
子
・
憲
保
）

　
五
十
嵐
真
悟
　
父
登
　
母
浦
子

　
　
　
　
　
（
三
男
・
会
沢
・
弥
助
）

　
関
谷
和
樹
　
　
父
則
雄
　
母
恵
子

　
　
　
　
　
（
二
男
・
松
代
・
善
屋
）

　
関
谷
優
一
　
　
父
真
一
　
母
ま
す
み

　
　
　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
勘
助
）

　
　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

　
松
澤
俊
和
・
大
滝
志
保

　
　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
早
稲
田
）

　
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

　
池
田
ユ
イ
　
7
5
歳
　
田
野
倉

の

㎜

～
戸
籍
の
窓
ロ

㎜㎜㎜～｝㎜｝｝｝㎜㎜㎜㎜㎜関
谷
ハ
ツ
　
8
5
歳

福
島
弥
生
　
8
0
歳

石
ロ
ブ
ン
　
7
3
歳

五
十
嵐
周
治
9
0
歳

西
潟
イ
ツ
　
7
3
歳

高
橋
良
多
　
88
歳

関
谷
セ
チ
　
8
1
歳

福竹松松松
島所代代代

　
善
八

三
越
屋

増
田
屋

市
兵
衛

倉隠
居

莇
平
惣
右
工
門

松
代
勝
兵
衛
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叉
　
一

　
　
芸

短
歌
豪

護灘議
草
野

雪

一

9
．和

作

天
暗
く
か
き
落
と
す
が
に
降
る
雪
は

電
燈
線
も
埋
め
て
し
ま
い
ぬ

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
通
ら
ぬ
狭
き
村
の

道
す
れ
ち
が
う
人
酒
の
匂
い
さ
す

雪
原
に
埋
れ
し
わ
が
家
か
黙
深
く
昼

を
灯
し
て
妻
は
餅
焼
く

夕
近
く
大
屋
根
の
除
雪
終
え
た
れ
ば

　
　
あ
ん
か

豆
炭
行
火
に
安
ら
ぎ
眠
る

一
杯
の
甘
酒
に
眠
く
な
る
わ
れ
の
覚

め
れ
ば
雪
掘
る
朝
が
ま
た
く
る

雪
晴
れ
て
月
の
の
ぼ
れ
ば
と
ろ
と
ろ

　
　
　
　
　
　
ふ
く
ろ
う

と
夢
こ
ぐ
炬
燵
に
臭
の
声

　
し
ぶ
み
句
会

凍
み
合
羽
身
を
固
く
し
て
手
を
通
す

久
々
に
父
を
見
舞
う
や
寒
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

連
山
は
信
州
境
雪
起
こ
し

手
袋
の
破
れ
気
に
な
る
寒
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

故
里
を
想
う
電
話
や
寒
見
舞

ひ
た
ぶ
り
の
大
雪
警
報
日
々
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

闇
の
中
街
灯
舞
台
に
雪
が
舞
う

見
据
え
れ
ど
す
べ
て
遮
り
吹
雪
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

配
達
の
新
聞
雪
の
し
め
り
あ
り

雪
に
泣
き
雪
に
笑
い
て
育
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

撤
く
豆
を
供
え
て
読
経
は
じ
ま
り
ぬ

野
兎
の
寝
足
と
い
う
も
の
教
わ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

豆
撤
く
も
こ
の
豪
雪
に
肩
重
し

老
妻
と
豆
に
打
た
れ
て
邪
気
を
追
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火

一
連
の
干
柿
み
や
げ
妻
の
里

大
声
の
鳥
追
い
行
事
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

大
寒
の
月
ひ
っ
そ
り
と
村
眠
る

明

請
負
い
の
除
雪
人
夫
の
廻
り
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

老
木
の
樫
も
雪
に
耐
え
忍
び

降
り
積
も
り
除
雪
人
夫
も
黙
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

日
脚
伸
び
小
窓
う
っ
す
ら
夕
茜

寒
明
け
て
梅
ほ
こ
ろ
び
ぬ
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ゲ
女

寒
梅
も
程
よ
く
咲
い
て
人
目
引
く

如
月
や
床
の
黄
梅
親
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

街
灯
の
光
り
さ
え
ぎ
る
雪
の
壁

寒
灯
や
柱
一
本
照
ら
す
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

解
け
ぬ
ま
ま
捨
て
雪
川
を
掩
い
け
り

雪
路
と
な
り
夏
道
は
た
ど
り
得
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

有
難
き
心
経
一
巻
鬼
や
ら
い

句
会
宿
子
ら
も
集
め
て
鬼
や
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

冴
え
返
る
テ
ン
ト
ニ
列
に
蚤
の
市

客
寄
ら
ぬ
道
具
屋
や
お
ら
股
火
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
在
千
葉
鐵
堂

ト
ン
ネ
ル
が
雪
ま
た
雪
と
別
れ
さ
す

冬
稼
ぎ
顔
見
て
悟
る
国
誰

　
　
　
　
　
　
　
在
柏
市
紫
　
煙

雪
灼
け
に
白
き
歯
見
せ
て
大
く
さ
め

雪
合
羽
脱
け
ば
湯
気
立
つ
己
が
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

豪
雪
や
塞
ぎ
っ
ぱ
な
し
の
窓
さ
む
く

寒
ゆ
る
み
窓
に
明
る
く
朝
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

前
歩
く
若
さ
ま
ば
ゆ
き
春
の
風

春
の
月
欄
間
も
れ
入
る
佛
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
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酬
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解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
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櫨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀
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旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
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引

園
芸
｝
ロ
メ
モ

ー
松
代
園
芸
愛
好
会
ー

　
葉
物
盆
栽
に
つ
い
て

　
葉
物
盆
栽
の
見
ど
こ
ろ
は
、
春
に

芽
ぶ
い
た
葉
が
陽
光
を
受
け
て
す
く

す
く
と
成
長
し
、
新
緑
か
ら
鮮
緑
、

深
緑
と
色
を
深
め
て
い
き
、
や
が
て

中
秋
か
ら
晩
秋
に
入
る
と
、
そ
れ
が

流

　
　
　
　
き
ん
し
ゅ
う

い
わ
ゆ
る
錦
繍
の
美
を
織
り
な
す
姿

を
楽
し
み
、
さ
ら
に
冬
の
到
来
と
と

も
に
そ
の
葉
が
落
ち
、
幹
か
ら
小
枝
、

こ
ず
え
に
い
た
る
ま
で
、
ひ
っ
そ
り

と
し
ず
ま
り
か
え
っ
た
、
わ
び
、
さ

び
に
満
ち
た
樹
の
趣
を
味
わ
う
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
．

　
こ
う
し
て
毎
年
、
季
節
の
移
り
変

り
に
応
じ
て
そ
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
に

変
化
さ
せ
な
が
ら
、
若
木
時
代
の
赤

み
を
帯
び
た
幹
の
色
は
灰
褐
色
に
な

っ
て
い
き
、
小
枝
は
年
と
と
も
に
密

　
　
　
　
　
　
　
集
し
て
、
風
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
耐
え
て
力
強
く
生

，難韓輪
4’『

き
ぬ
く
老
木
の
雅

味
が
か
も
さ
れ
て

き
ま
す
．

　
葉
物
盆
栽
の
鑑

賞
ポ
イ
ン
ト
は
、

盆
樹
の
葉
や
枝
、

幹
の
四
季
に
よ
る

こ
う
し
た
色
ど
り

の
豊
か
な
変
化
を

楽
し
む
こ
と
が
第

一
と
申
せ
ま
し
ょ

う
。

鐸
餐
熱
縫
附
，
「
劇
矧
翻
釧
穀
…
翰
翻
織
暑
烈
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

雪
階
を
刻
め
り
妻
の
歩
幅
に
て

大
雪
崩
滝
を
埋
ず
め
て
し
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

四
r
ー
…
ー
…
…

一
㎜副
㎜
　
広
報
係
で
は
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

酬ゆ

、
㎜
の
表
紙
（
写
真
）
を
募
集
し
ま
す
。

ゆゆ

擢
｝
◎
サ
イ
ズ
は
立
型
、
2
L
版

め
ρ
心

ハ

…
｝
　
　
（
一
二
．
九
㎝
×
一
七
．
○
㎝
）

一

◎
必
ず
ネ
ガ
が
あ
る
こ
と
。

◎
写
真
の
説
明
を
つ
け
て
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
広
報
係

　
ま
で
。
電
話
㈲
二
二
二
〇


